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研究成果の概要（和文）： 

 島根県大橋川において汽水性二枚貝類のヤマトシジミとホトトギスガイの個体群を調べた。
上流（宍道湖側）から下流（中海側）までの定点において毎月サンプリングを行った。大橋川
の深部を塩水が遡上し、ホトトギスガイの分布と進入はこの塩水遡上に対応していた。出水時
にヤマトシジミは下流側まで分布を拡大した。2005 年 11 月から 2013年 3 月までの大橋川上流
地点におけるヤマトシジミの個体群密度は、冬季に小さく夏季に大きい傾向があった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
Population dynamics of the brackish water bivalves Corbicula japonica and Musculista 
senhousia were investigated in the Ohashi River, Shimane Prefecture. Monthly samplings 
were conducted at the selected stations from the upstream (Lake Shinji) to the downstream 
(Lake Nakaumi). Saline water intruded into the deeper zone of the Ohashi River, which 
corresponded with distribution and expansion of M. senhousia. Distribution of C. japonica 
was expanded towards the downstream at the flood. Density of C. japonica population at 
the upstream station of the Ohashi River tended to be small in winter and to be large 
in summer from November 2005 to March 2013.  
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１．研究開始当初の背景 
 河川と海洋の境界である汽水域は、環境変
動の非常に激しい系である。近年から将来に
かけて予測される気候変動は生態系に様々
な影響を及ぼすことが考えられ、汽水域の生
態系に対しても同様にその影響が懸念され
ている。最近の頻発する豪雨災害や異常気象
などの事象は、地球温暖化が進行すると増加
すると考えられ、これらが汽水域の生態系に
与える影響を評価することは重要である。汽
水域生態系への気候変動の影響を調べた長
期的な研究は、これまで国内ではほとんどな
い。温暖化の原因と進行状況が未だ不明確で
あるものの、もし温暖化が進めば、出水や高
潮の頻度は増え、その結果としての汽水域に
おける生態系の変化は現実的な問題である。 
 申請者らは 2005 年から、汽水域である島
根県大橋川を対象に、長期的な環境条件の変
動と生物相の関係を調べてきた。これまでの
結果の一つは、2006年 7月の豪雨による大出
水により、大橋川の生態系が劇的に変化した
ことである。河床の底質が一変し、塩分の低
下によりホトトギスガイが消滅した。その後
の例年と同様の気象条件の推移により、生物
相が再び出水以前の状態に近づいた。このよ
うな突発的なイベントにより、汽水域の生態
系は大きく変化し、再び戻るダイナミクスを
示すことが分かった。 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究成果を発展させて、さらに
長期的なモニタリングを続ける。出水や高潮
は、その程度によるが数年に一回程度の頻度
が期待される。したがって、大規模な出水も
しくは異常気象などの現象が汽水域である
大橋川の生態系にどのような影響を及ぼす
か、具体的な検証は数年で可能である。生物
相の変化を刻々と記録し、その変動要因を解
析する。気候変動のプロセスが汽水域生態系
へ及ぼす影響を検証するモデルとしての長
期的研究を行う。 
 本研究は、汽水域生態系の特徴である塩分
の時間的・空間的変化に対してヤマトシジミ
とホトトギスガイを中心とした生物群集の
動態がどのように変化するかを明らかにし、
出水や高潮などの現象が生態系へ及ぼす影
響を評価する。突発的な短い時間スケールに
おける生態系変動と、数年単位の比較的長期
の生態系変動の両方を押さえることで、将来
に予測される地球規模の気候変動が汽水域
生態系に及ぼす影響を考察する。 
 
３．研究の方法 
 宍道湖と中海を繋ぐ島根県大橋川におい
て、上流（宍道湖側）から下流（中海側）ま
で定点を設けておよそ毎月の頻度でサンプ

リングを行った。最も下流側の地点を O-1 と
し、最も上流側の地点を O-5 として、大橋川
の流心部の水深が 4～5m程度の場所で船上か
らスミスマッキンタイヤ型採泥器を 1回下ろ
し、採取された堆積物を 0.5mm のサーバネッ
トに入れて水中で細かい泥を落とした残渣
をポリエチレン袋に入れて持ち帰った。実験
室で 0.5mmと 2mmのふるいを用いて 2mmふる
いの上に残ったものからヤマトシジミとホ
トトギスガイを選別した。2mm ふるいを抜け
て 0.5mm ふるいに残ったものは 10%中性ホル
マリンで固定して後日に処理を行うために
保存した。選別されたヤマトシジミとホトト
ギスガイの個体数と総湿重量を測定し、各地
点の試料につき約 300 個体（300 個体より少
ない場合は全ての個体）の最大長（ここでは
殻長と呼ぶ）をノギスを用いて測定した。 
 
４．研究成果 
 本調査は 2005 年 11 月から開始しており、
現時点で 7年 5 ヶ月分の試料を採集した。主
に大橋川の深部を塩水が遡上し、ホトトギス
ガイの分布と進入はこの塩水遡上に対応し
ていた。出水時にヤマトシジミは下流側まで
その分布を拡大した。以上は大橋川における
典型的な 2種の動態であるが、経年的な塩分
の変動との対応を見ても、必ずしも個体群の
消長との関係が明確に見出されるものでは
なかった。2 種の個体群のソースとして考え
られる宍道湖と中海における個体群の動態
と併せて解析する必要があると考えられる。 
 2010年度は、夏季に記録的な猛暑、冬季に
記録的な大雪と気象条件が例年と異なった
ほか、夏季より秋季にかけて宍道湖でアオコ
が大発生するなど、これまでの調査期間とは
環境条件が異なる年であった。2010 年 10 月
～2011年 1月において宍道湖の表層水の塩分
が 5～7psu程度あった。ヤマトシジミとホト
トギスガイの現存量が採集時において例年
より少なかった。 
 2005年 11月から 2013年 3月までの O-5に
おけるヤマトシジミの個体群密度の経時変
化を見ると、冬季に密度が小さく、夏季に密
度が大きい傾向が見られた。密度の大きい夏
季について年による差異を比較すると、2010
年は他の年より密度が小さかった。宍道湖に
おけるヤマトシジミの資源量の減少が近年、
地域の深刻な問題となっているが、大橋川の
ヤマトシジミの個体群密度は宍道湖のそれ
より数倍大きく、他の生物種も含めて大橋川
は高い生物量を持つ生息場であると言える。
ホトトギスガイの個体群密度もまた、同様に
年変動が大きく、継続的なサンプリング調査
によって 2種の個体群の動態を今後も追跡す
る必要がある。 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  調査地の大橋川の地図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2  ヤマトシジミとホトトギスガイの分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  大橋川の塩分（鉛直方向） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  大橋川上流地点のヤマトシジミ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5  ホトトギスガイの個体群密度の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6  ヤマトシジミの個体群密度の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7  ヤマトシジミの殻長頻度分布 
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